
上伊那地域若者人材確保連携協議会を設立し、若年労働力確保事業を展開 

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例 

 【設立の背景・目的】  

≪照会先≫ 長野労働局職業安定部職業安定課 ・・・・・・・・・・（ＴＥＬ：０２６－２２６－０８６５） 
  

長野県、上伊那地域の市町村・経済団体・商工団体・金融機関等が一体となり  【長野労働局ハローワーク伊那】 

【実施事業の概要】  

【役割分担】  

 長野県の大学収容力は全国ワースト1位。上伊那地域でも若者の人口流出が深刻な
問題。この状況に、自治体・企業が地域の将来について危機感を持っている。 
 そこで、上伊那地域で採用意欲のある元気な企業と若者の接点づくりを行い、若者
の定着を促進して少子高齢化対策と地域産業の発展を図ることを目的として協議会を設
立 （総会 1回、実務担当者会議 5回実施。課題の整理、若者を地元に呼び戻すため

の方策などの内容を議論）。 

◆ 若年労働力の確保対策について、既存の事業主団体や関係機関等による団体・協議会等の
個別の活動では限界があったが、地域として一つにまとまる場ができ、官民一体となって
“オール上伊那”で地域の課題解決をめざす取組みとして地域からの期待が大きい。 

【協議会における評価】  

 長野県の「地域発 元気づくり支援金」を活用し、東京都内及び伊那市内で企業説明
会・就職面接会を開催、都内理工系大学キャリアセンター担当者を対象とした上伊那地
域企業見学会を実施。各事業の実施後には、「実施報告会」を開催し、実施結果やアン
ケート調査結果を基に検討等を行い、次年度以降の事業計画に反映。 
・「上伊那地区企業説明会in 銀座NAGANO」（平成27年4月18日） 
  参加企業 15社 参加学生 33人（うち上伊那出身者31人） 
  ※ハローワークの職業相談も併せて実施。 

・「上伊那地区企業説明会」（伊那市内）（平成27年4月28日） 
  参加企業 65社 参加学生 157人 
 ※ 新宿～伊那市間で無料就活応援バスを運行 

・「ふるさと就職面接会」（伊那市内）（平成27年8月17日） 
  参加企業 57社 参加学生 65人 
・「県外大学担当者と上伊那地域企業の交流促進事業」（平成２７年６月25・26日） 

＜長野県(上伊那地方事務所)＞ 
◆「元気づくり支援金」による 
 経費支援 
◆ 県が運営している「銀座ＮＡ 
 ＧＡＮＯ」借用手配 

＜ハローワーク＞ 
◆ 県内外ハローワーク等 
 への周知 
◆ 求職者の事前申込受付 
◆ 当日の運営及び調整 

＜協議会＞ 
◆ 借上げバス調達・費用負担 
◆ 市の広報誌における周知 
◆ 広報パンフレットの作成 
◆ 参加者へのアンケート実施 

［銀座ＮＡＧＡＮＯでの企業説明会］ 


